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[背景と目的］

Bal2rington（1921）らはネコで中脳を含めて除脳し

ても基本的な排尿反射は障害されないのに対し、橋を

含めて除脳するか橋吻側部で上小脳脚の腹内側核を両

側性に破壊すると尿閉を生じることを見いだした。さ

らに、橋の一部には電気刺激にて排尿を誘発する部位

が明らかになり、この部位は橋排尿中枢とよばれ、青

斑核アルファに相当すると言われている。また青斑核

アルファに隣接する青斑下核の電気刺激にて膀胱収縮

は抑制ざれ橋蓄尿中枢といわれている。しかし、近年、

ネコや、ラットにおいて中脳の中心灰白質（Periaquc‐

ductalgrey;PAG）に興奮性アミノ酸を微量注入する化

学的刺激や微小電気刺激によって、膀胱の収縮を誘発

することが確認きれており')、中脳における排尿の調

節機構の解明が進められている。われわれは中脳吻側

の中心灰白質の外縁に電気刺激にて膀胱収縮を抑制す

る部位が存在することを報告した2)。また、最近の

PETを用いたヒトでの検討においても蓄尿期にＰＡＧ

で脳血流増加が認められている3)。

今回われわれは、N-methyl-D-aspartate（NMDA）に

よる化学的刺激で中脳の抑制部位を求めたのちに、順

行性のニューロトレーサーであるBiocytinを用いて中
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